
　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

宝
蔵
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、日
頃
よ
り
盂

蘭
盆
供
養
大
祭
や
新
年
祭
な
ど
、生
長
の
家
宇
治
別
格

本
山
の
諸
行
事
に
ご
協
力
と
ご
愛
念
を
頂
い
て
お
り

ま
す
こ
と
、心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
本
年
も
昨

年
に
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」
に
よ
る
感
染

が
終
息
に
至
ら
ず

に
練
成
会
を
は
じ

め
主
要
な
行
事
は

中
止
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
元
日
に

は
初
春
を
寿
ぎ
宝

蔵
神
社
新
年
祭
が

執
り
行
わ
れ
ま
す

が
、
同
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
感
染
は
未

だ
収
ま
っ
て
お
ら

ず
、
残
念
で
は
あ

り
ま
す
が
、
昨
年
に
引
き
続
き
新
年
祭
は
、
無
参
列
で

祭
典
を
執
り
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。ご
理
解
の
ほ

ど
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、二
〇
二
四
年
（
令
和
六
年
）
の
干
支
は
、十
二

支
で
は
五
番
目
の
辰
で
あ
り
ま
す
。ま
た
十
干
で
は
一

番
目
の
甲

き
の
え

と
な
り
、
干
支
は
甲

き
の
え
た
つ辰

で
あ
り
ま
す
。

　
「
甲
」
が
持
つ
意
味
は
一
番
目
で
優
勢
で
あ
る
こ
と

を
表
し
、ま
っ
す
ぐ
に
堂
々
と
そ
そ
り
立
つ
大
木
を
表

し
ま
す
。
一
方
「
辰
」
は
十
二
支
で
唯
一
の
架
空
の
生

き
物
、龍
（
竜
）
を
意
味
し
ま
す
。
水
や
海
の
神
と
し

て
祀
ら
れ
て
き
た
龍
は
、竜
巻
や
雷
な
ど
の
自
然
現
象

を
起
こ
す
大
自
然
の
躍
動
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
り
、

「
龍
が
現
れ
る
と
め
で
た
い
こ
と
が
起
こ
る
」
と
伝
え

ら
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、神
々
様
は
龍
に
乗
っ
て
降

り
ら
れ
る
と
も
云
わ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
二
つ
の
組
み

合
わ
せ
で
あ
る
甲
辰
は
、「
立
ち
上
が
る
」
と
い
う
意

味
が
あ
り
、新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る
と
き
に
用
い
ら

れ
ま
す
。

　

本
年
は
、「
人
間
は
神
の
子
で
あ
（
次
頁
に
続
く
）

二
〇
二
四
年（
令
和
六
年
）の
新
年
を
む
か
え
て

生
長
の
家
宇
治
別
格
本
山 
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る
」
と
の
不
滅
の
真
理
が
多
く
の
人
々
に
伝

わ
る
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上

げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

  

谷
口
雅
春
先
生
著
『
生
活
と
人
間
の
再
建
』

の
中
に
、
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
の
謎
の
話
が
あ
り

ま
す
。
ラ
イ
オ
ン
の
姿
を
し
、
美
し
い
女
性

の
顔
と
胸
、
鷲
の
翼
を
持
つ
ス
フ
イ
ン
ク
ス

は
、
非
常
に
聡
明
で
、
道
行
く
人
に
謎
解
き

を
挑
み
、
例
え
ば
「
朝
は
四
本
足
、
昼
は
二

本
足
、
夜
に
な
る
と
三
本
足
に
な
る
も
の
と

は
何
か
」
と
い
う
問
を
浴
び
せ
、
答
え
ら
れ

な
か
っ
た
ら
相
手
を
殺
し
て
食
べ
た
、
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
あ
る
と
き
、
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
と

い
う
人
が
「
そ
れ
は
人
間
だ
。
最
初
は
赤
ん

坊
で
は
い
は
い
を
す
る
か
ら
4
本
足
、
成
長

す
る
と
2
本
の
足
で
歩
き
、
老
年
に
な
る
と

杖
を
つ
い
て
歩
く
の
で
3
本
足
で
あ
る
」
と

答
え
た
の
で
す
。
こ
れ
は
正
解
で
あ
り
、
そ

れ
を
聞
い
た
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
は
、
鎮
座
し
て

い
た
台
座
か
ら
海
に
飛
び
込
み
、
死
ん
で
し

ま
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。  

　

し
か
し
、
こ
の
解
釈
は
人
間
の
肉
体
面
か

ら
見
た
解
釈
で
あ
り
、
人
間
は
本
来
、
霊
的

存
在
で
あ
る
と
の
真
理
で
は
な
い
の
で
あ
り

ま
す
。
肉
体
人
間
か
ら
霊
的
人
間
へ
見
方
を

変
え
な
け
れ
ば
真
の
平
和
は
来
な
い
の
で
あ

り
ま
す
。

　

本
年
は
、
新
た
な
価
値
観
が
芽
生
え
る
、
縁

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
今
年
が
宝
蔵
会
員
の
皆
様
に
と
っ
て
、さ

ら
に
悦
び
の
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

　

宇
治
別
格
本
山
で
は
昨
年
十
一
月
に
、
三

年
九
か
月
ぶ
り
の
短
期
練
成
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
練
成
が
開
催
さ
れ
な

く
な
っ
て
か
ら
、「
練
成
の
再
開
は
ま
だ
で
す

か
」
と
数
え
き
れ
な
い
く
ら
い
聞
か
れ
、
そ

の
度
に
信
徒
の
皆
様
の
練
成
へ
の
思
い
を
感

じ
て
い
ま
し
た
。

練
成
会
開
催

の
許
可
を
い
た

だ
け
た
と
き
は
、

嬉
し
く
思
う
と

共
に
、
多
く
の

方
々
の
悦
ぶ
姿
が
浮
か
び
ま
し
た
。

　

実
際
に
開
催
す
る
と
、「
一
日
講
話
」
で
は

行
わ
れ
な
か
っ
た
夜
の
行
事
、
幽
斎
殿
で
の

神
想
観
と
講
話
、
献
労
や
座
談
会
等
が
行
わ

れ
、
練
成
が
帰
っ
て
き
た
こ
と
を
実
感
し
ま

し
た
。
そ
ん
な
中
、印
象
に
残
っ
た
の
は
練
成

員
さ
ん
同
士
で
声
を
掛
け
合
い
、
助
け
合
う

姿
で
す
。
私
が
練
成
に
参
加
し
た
時
も
、行
事

中
や
合
間
に
他
の
参
加
者
に
声
を
か
け
て
も

ら
い
、
話
し
た
り
す
る
中
で
、
楽
に
な
っ
た

り
、
色
々
な
気
付
き
が
あ
っ
た
こ
と
を
思
い

出
し
ま
し
た
。
ま
さ
に
練
成
な
ら
で
は
の
光

景
で
、
神
様
、
ご
先
祖
さ
ま
の
御
導
き
の
も

と
、
皆
で
拝
み
合
い
、
救
い
合
い
、
神
の
子

の
悦
び
を
深
め
、
様
々
な
感
謝
、
決
意
を
し

て
い
く
〝
練
成
会
〟
は
素
晴
ら
し
い
と
改
め

起
の
よ
い
す
ば
ら
し
い
年
と
な
り
ま
す
こ
と

を
感
謝
し
、
神
の
子
の
自
覚
を
高
め
、
明
る

い
生
活
を
お
く
っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

新生の第一歩が始まった。人は毎年生まれ変わるのである。

随想

「
大
き
な
一
歩
」

練
成
部 

課
長
補
佐

岡
田
浩
二
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て
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
多
く
の
方
か
ら
も

「
や
っ
ぱ
り
練
成
は
良
い
ね
」
と
い
う
声
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
宇
治
を
支
え
て
き
て
く
だ

さ
っ
た
方
々
、
そ
し
て
宇
治
別
格
本
山
自
体

も
喜
ん
で
い
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

思
え
ば
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
非
常
事
態
に
よ

り
、
宇
治
も
練
成
や
大
祭
が
で
き
な
い
と
い

う
状
況
に
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、ネ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ラ
ム
や
「
一
日
講
話
」
を
始
め
と
し

て
、
出
来
る
こ
と
を
考
え
て
実
施
し
て
い
き

ま
し
た
。
そ
の
こ
と
は
大
き
な
意
義
が
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
練
成
が
行
わ
れ
な

い
こ
と
、
人
が
来
な
い
こ
と
が
、
ど
こ
か
当

た
り
前
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

ん
な
停
滞
す
る
気
持
ち
を
打
ち
破
っ
た
の
が

練
成
開
催
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
研
修
生
の
お
世
話
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
が
、
神
の
子
と
し
て
思
い
切
っ

て
行
動
し
た
こ
と
が
、
人
生
を
変
え
る
キ
ッ

カ
ケ
に
な
っ
た
と
い
う
研
修
生
を
多
く
見
て

き
ま
し
た
。
一
歩
踏
み
出
す
こ
と
に
よ
り
、生

命
が
悦
び
、
自
分
を
取
り
巻
く
状
況
が
動
き

出
し
ま
す
。

　

練
成
の
再
開
は
宇
治
別
格
本
山
に
と
っ
て

大
き
な
一
歩
で
し
た
。
そ
の
一
歩
か
ら
多
く

の
悦
び
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
そ
の
悦
び
は
ど

ん
ど
ん
広
が
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
コ
ロ
ナ
禍
で

培
っ
て
き
た
も
の
も
活
き
て
き
て
、
生
長
の

家
の
運
動
に
も
繋
が
っ
て
い
く
も
の
と
思
い

ま
す
。『
生
命
の
実
相
』
七
巻
の
中
に
あ
る

「
思
い
切
っ
て
立
ち
上
が
れ
、
道
は
そ
こ
か
ら

開
け
て
い
く
」
と
い
う
言
葉
の
よ
う
に
。

　

今
年
二
月
か
ら
は
、
短
期
練
成
会
が
毎
月

開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。
皆
様
の
ご
参
加
を

心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

友
達
と
二
人
で
浄
心
行
の
日
の
「
一
日
講

話
」
に
参
加
出
来
ま
し
た
こ
と
、
心
か
ら
嬉

し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
六
月
、義
父
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。
奇

し
く
も
私
の
母
と
同
じ
祥
月
命
日
と
な
り
ま

し
た
。
義
父
と
は
十
三
年
余
り
の
同
居
で
し

た
。
様
々
な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
が
、
悪

口
な
ど
言
わ
れ
な
い
優
し
い
方
で
、
す
べ
て

を
笑
い
話
に
し
て
し
ま
う
よ
う
な
私
に
は
最

高
の
舅
で
し
た
。

　

さ
び
し
い
気
持
ち
が
ま
だ
残
る
中
、
今
日

の
講
話
の
中
で
榎
本
講
師
が
「
人
間
の
死
と

病
気
は
関
係
な
い
」
と
話
さ
れ
ハ
ッ
と
し
ま

し
た
。
帰
宅
し

て
主
人
と
話
し

て
い
る
う
ち
に
、

何
故
か
ス
ト
ン

と
心
に
落
ち
ま

し
た
。「
罪
も
病

も
死
も
な
い
」
と
何
度
お
聖
経
を
読
ん
で
も

解
か
っ
た
よ
う
な
解
ら
な
い
よ
う
な
感
じ
で

あ
り
ま
し
た
が
、
何
故
か
「
そ
の
ま
ま
で
よ

い
ん
だ
よ
ー
」
と
い
う
気
持
ち
に
な
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

清
水
講
師
の
講
話
で
は
、

神の御心を体現すれば、誰でも祝福され成功する

（
７
頁
に
続
く
）

「
ご
先
祖
と
共
に
悦
び
の
一
日
講
話
」
体
験
感
想
文

M
．
Ｓ   

（
60
代
）〈
女
性
〉
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日付・曜日 日付・曜日 時　間 講話 及び 行 講　師 テキスト

13日 土 幸福と平和は
万物との調和の中に

10:20～11:05 開会の祈り・みんな一つの生命(いのち) 榎本　一子 『生長の家ってどんな教え？』『智慧と愛のメッセージ』
11:15～12:00 和解とは感謝であり、悦びである 阿部　秀輝 『生長の家ってどんな教え？』『智慧と愛のメッセージ』
12:00～13:00 昼食・休憩 昼食希望の方はご予約ください
13:00～13:15 体験談 高　　千穂
13:15～14:00 自己の限界を破ったとき、幸せが訪れる 小野　大作 『生長の家ってどんな教え？』『智慧と愛のメッセージ』

14:15～15:00 全ての生命に祝福礼拝
　～神・自然・人間の大調和に向けて～ 清水　志郎 『生長の家ってどんな教え？』『智慧と愛のメッセージ』

15:00～15:35 「四無量心を観ずる神想観」実修・閉会の祈り 清水　志郎

14日 日 　 輝く未来が
　　　 待っている

10:20～11:05 開会の祈り・人間神の子本来無限力 岡田　浩二 『生長の家ってどんな教え？』『智慧と愛のメッセージ』
11:15～12:00 劣等感を打ち破れ！ 千羽　真平 『生長の家ってどんな教え？』『智慧と愛のメッセージ』
12:00～13:00 昼食・休憩 昼食希望の方はご予約ください
13:00～13:15 体験談 千羽　椋子
13:15～14:00 人はいつからでも変われる 新宮　　一 『生長の家ってどんな教え？』『智慧と愛のメッセージ』
14:15～15:00 輝く未来が待っている 榎本　一子 『生長の家ってどんな教え？』『智慧と愛のメッセージ』
15:00～15:35 「感謝誦行」実修・閉会の祈り 榎本　一子

20日 土 「浄心行」

10:20～11:05 開会の祈り・光り輝く神の子のあなた 清水　志郎『人類同胞大調和六章経』『如意自在の生活365章』
11:15～12:00 旧我の否定と真我の自覚 ～浄心行の意義・説明～ 千羽　真平『新しい文明を築こう・中巻』
12:00～13:15 昼食・休憩・浄心行用紙記載 昼食希望の方はご予約ください
13:15～14:00 父母の愛に導かれて 榎本　一子『人類同胞大調和六章経』『如意自在の生活365章』
14:10～15:25「浄心行」・閉会の祈り 岡田　浩二

21日 土 運命は変えられる

10:20～11:05 開会の祈り・あなたは運命の主人公 岡田　浩二『人類同胞大調和六章経』『如意自在の生活365章』
11:15～12:00 自己を劣等視するな、神の子ではないか！ 阿部　秀輝『人類同胞大調和六章経』『如意自在の生活365章』
12:00～13:00 昼食・休憩 昼食希望の方はご予約ください
13:00～13:15 体験談 藤本　和博
13:15～14:00 自分が変われば世界が変わる 岡田 伊都子『人類同胞大調和六章経』『如意自在の生活365章』
14:15～15:00 行く先はただ“光”のみ 清水　志郎『人類同胞大調和六章経』『如意自在の生活365章』
15:00～15:35 「自己礼拝の神想観」実修・閉会の祈り 清水　志郎

27日 土 祈り合いの神想観

10:20～11:05 開会の祈り・ただ“神”と“神の子”のみの世界 清水　志郎『合本讃歌』『夢の地平線』
11:15～12:00 幸福はすぐそこに 榎本　一子『合本讃歌』『夢の地平線』
12:00～13:15 昼食・休憩 昼食希望の方はご予約ください
13:00～13:15 体験談 岡田 多美子
13:15～14:00 常に祈りと共に 岡田　浩二『合本讃歌』『夢の地平線』
14:15～15:00 真の祈りは必ず叶えられる 岡田 伊都子『合本讃歌』『夢の地平線』
15:00～15:35 「祈り合いの神想観」実修・閉会の祈り 岡田 伊都子

28日 日    生長の家の
　　  悦びの生活

10:20～11:05 開会の祈り・あなたは神の子、光を見よ！ 榎本　一子『合本讃歌』『夢の地平線』
11:15～12:00 和顔・愛語・讃嘆で生きよう 鵜飼　俊光『合本讃歌』『夢の地平線』
12:00～13:00 昼食・休憩 昼食希望の方はご予約ください
13:00～13:45 愛することから幸せが始まる 清水　志郎『合本讃歌』『夢の地平線』
14:00～14:45 神に感謝して生きる 岡田　浩二『合本讃歌』『夢の地平線』
14:45～15:20 「如意宝珠観」・閉会の祈り 岡田　浩二

◆ 会場内での注意事項
・座席はソーシャルディスタンスを保っておりますので、  椅子の移動はご遠慮ください。　・至近距離、大声での会話はしないでください。

◆ 食堂使用時の注意事項 
・マイ箸・マイボトルをご持参ください。　・１テーブルに１名ずつ座り、同方向を向いて食事をしてください。

神想観が何よりも大切なのは、「それが真実を現し出す」作法だからである

１月 【ご先祖と共に悦びの一日講話プログラム】
聴講希望者は、三密を避け感染防止対策を行った上、40 名まで参加できます。

〈会場：大講堂〉

宝　　蔵 No.109
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◆お申し込み方法（締切：参加前日まで）
・練成部へのお電話 にて名前・県名・電話番号・参加希望日等
を伝えていただくか、申込フォーム 及びホームページ、右の コ
ードから入れます にて、必要事項を入力してお申し込みください。
※参加申し込みは参加前日までの〆切となっております。

◆奉納金（昼食代は別途要・ご随意）
大人・・ 円／子供 歳～ 歳 ・・ 円

◆以下の症状に該当する方は参加不可となります
体温 度以上の方、咳が出る等体調不良の方
※受付で検温を実施いたします

◆参加に当たっての主な注意事項
・本山内ではマスク着用を推奨しております。
・トイレ使用後は石鹸で手洗いをしてください。
・受付、会場、食堂、トイレ等の出入りの際は、手のアルコール消毒をしてください。
・ソーシャルディスタンス 約２ｍ を守り、握手やハグ等の身体的接触は避けてください。

申込フォーム
QRコード

参加前日までの〆切となっております。

◆受付対象者
・土日両日参加し、全講話を受講予定の方 ※近隣にお住いのの方も宿泊できます

◆料金
４,５００円＋土曜日の昼食代(御随意)
（4,500円の内訳は《講話参加費2日分＝3,000円》＋《参篭費(１泊食事付)＝1,500円》です）
◆申し込み方法等

・宿泊２日前の木曜日の１７時までに、お電話（練成部：0774－21－2153）により
予約手続きをしてください。

・土曜日の夜一泊のみ《金曜日からの宿泊はできません。 12月23日(土)の宿泊も
参篭費4,000円で受付いたします（21日(木)17時締め切りとなります）

・その他詳細につきましては、ホームページまたは右のＱＲコード
より「宿泊案内手引き」をご覧ください。

※ご相談がありましたら練成部までご連絡ください

※参加人数は先着４０名までとなっております。

★講話参加の際に電車を利用される方に向けまして、京阪宇治駅とＪＲ宇治駅に出迎えバス
を手配いたします。
・出発時間：京阪宇治駅９：４５発 、ＪＲ宇治駅９：５５発
・集合場所：各駅ロータリー

（運転手が「生長の家」のプラカードを持って立っています）
となっており、出迎えは上記時間の１回のみであり、各駅時間となりましたら出発いたしま
す。希望の方は出発時間までに集合場所に来ていただくようお願いいたします。
（※道路の混雑具合等でバスが時間より遅れる可能性もございます。ご理解のほどよろし

くお願い申し上げます。）

ＪＲ宇治駅に出迎えバス

は上記時間の１回のみであり、各駅時間となりましたら出発いたしま

◆お申し込み方法（締切：参加前日まで）
・練成部へのお電話 にて名前・県名・電話番号・参加希望日等
を伝えていただくか、申込フォーム 及びホームページ、右の コ
ードから入れます にて、必要事項を入力してお申し込みください。
※参加申し込みは参加前日までの〆切となっております。

◆奉納金（昼食代は別途要・ご随意）
大人・・ 円／子供 歳～ 歳 ・・ 円

◆以下の症状に該当する方は参加不可となります
体温 度以上の方、咳が出る等体調不良の方
※受付で検温を実施いたします

◆参加に当たっての主な注意事項
・本山内ではマスク着用を推奨しております。
・トイレ使用後は石鹸で手洗いをしてください。
・受付、会場、食堂、トイレ等の出入りの際は、手のアルコール消毒をしてください。
・ソーシャルディスタンス 約２ｍ を守り、握手やハグ等の身体的接触は避けてください。

申込フォーム
QRコード

参加前日までの〆切となっております。

◆受付対象者
・土日両日参加し、全講話を受講予定の方 ※近隣にお住いのの方も宿泊できます

◆料金
４,５００円＋土曜日の昼食代(御随意)
（4,500円の内訳は《講話参加費2日分＝3,000円》＋《参篭費(１泊食事付)＝1,500円》です）
◆申し込み方法等

・宿泊２日前の木曜日の１７時までに、お電話（練成部：0774－21－2153）により
予約手続きをしてください。

・土曜日の夜一泊のみ《金曜日からの宿泊はできません。 12月23日(土)の宿泊も
参篭費4,000円で受付いたします（21日(木)17時締め切りとなります）

・その他詳細につきましては、ホームページまたは右のＱＲコード
より「宿泊案内手引き」をご覧ください。

※ご相談がありましたら練成部までご連絡ください

※参加人数は先着４０名までとなっております。

★講話参加の際に電車を利用される方に向けまして、京阪宇治駅とＪＲ宇治駅に出迎えバス
を手配いたします。
・出発時間：京阪宇治駅９：４５発 、ＪＲ宇治駅９：５５発
・集合場所：各駅ロータリー

（運転手が「生長の家」のプラカードを持って立っています）
となっており、出迎えは上記時間の１回のみであり、各駅時間となりましたら出発いたしま
す。希望の方は出発時間までに集合場所に来ていただくようお願いいたします。
（※道路の混雑具合等でバスが時間より遅れる可能性もございます。ご理解のほどよろし

くお願い申し上げます。）

ＪＲ宇治駅に出迎えバス

は上記時間の１回のみであり、各駅時間となりましたら出発いたしま

◆お申し込み方法（締切：参加前日まで）
・練成部へのお電話 にて名前・県名・電話番号・参加希望日等
を伝えていただくか、申込フォーム 及びホームページ、右の コ
ードから入れます にて、必要事項を入力してお申し込みください。
※参加申し込みは参加前日までの〆切となっております。

◆奉納金（昼食代は別途要・ご随意）
大人・・ 円／子供 歳～ 歳 ・・ 円

◆以下の症状に該当する方は参加不可となります
体温 度以上の方、咳が出る等体調不良の方
※受付で検温を実施いたします

◆参加に当たっての主な注意事項
・本山内ではマスク着用を推奨しております。
・トイレ使用後は石鹸で手洗いをしてください。
・受付、会場、食堂、トイレ等の出入りの際は、手のアルコール消毒をしてください。
・ソーシャルディスタンス 約２ｍ を守り、握手やハグ等の身体的接触は避けてください。

申込フォーム
QRコード

参加前日までの〆切となっております。

◆受付対象者
・土日両日参加し、全講話を受講予定の方 ※近隣にお住いのの方も宿泊できます

◆料金
４,５００円＋土曜日の昼食代(御随意)
（4,500円の内訳は《講話参加費2日分＝3,000円》＋《参篭費(１泊食事付)＝1,500円》です）
◆申し込み方法等

・宿泊２日前の木曜日の１７時までに、お電話（練成部：0774－21－2153）により
予約手続きをしてください。

・土曜日の夜一泊のみ《金曜日からの宿泊はできません。 12月23日(土)の宿泊も
参篭費4,000円で受付いたします（21日(木)17時締め切りとなります）

・その他詳細につきましては、ホームページまたは右のＱＲコード
より「宿泊案内手引き」をご覧ください。

※ご相談がありましたら練成部までご連絡ください

※参加人数は先着４０名までとなっております。

★講話参加の際に電車を利用される方に向けまして、京阪宇治駅とＪＲ宇治駅に出迎えバス
を手配いたします。
・出発時間：京阪宇治駅９：４５発 、ＪＲ宇治駅９：５５発
・集合場所：各駅ロータリー

（運転手が「生長の家」のプラカードを持って立っています）
となっており、出迎えは上記時間の１回のみであり、各駅時間となりましたら出発いたしま
す。希望の方は出発時間までに集合場所に来ていただくようお願いいたします。
（※道路の混雑具合等でバスが時間より遅れる可能性もございます。ご理解のほどよろし

くお願い申し上げます。）

ＪＲ宇治駅に出迎えバス

は上記時間の１回のみであり、各駅時間となりましたら出発いたしま

容貌が美しくなる一つの秘訣は「希望」と「理想」を持つことである

宝　　蔵令和６年１月１日
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2/2 (金) 2/3 (土) 2/4 (日)
4:45   起床 4:45   起床
5:05   早朝行事
　       先導：未定
             聖経「甘露の法雨」
　　      「日々の祈り」「聖歌歌詞集」

5:05   早朝行事
　       先導：未定
             聖経「甘露の法雨」
　　      「日々の祈り」「聖歌歌詞集」

6:30   感謝行(15分) 6:30   感謝行(15分)

19:20　会場準備

  　　　    父母の愛に導かれて
           　   小野  大作
 　　　　『夢の地平線』
　　　　 『神と偕に生きる真理365章』

　　　　「浄心行」
　 　　　　岡田  浩二
　　　　　聖経『甘露の法雨』
　　　　　『万物調和六章経』
 　  　　　『聖歌歌詞集』

20:40
　　     就寝準備

22:00  消灯

15:15　休憩・大拝殿へ移動

　　　　「先祖・流産児供養祭」
　
　　　　　聖経『天使の言葉』
　　　　　『聖歌歌詞集』
　　　　　　　　　　　　　　　会場:大拝殿

16:30
　
           　　　 夕食・入浴休憩

18:30   講話

8:20   講話

《テキスト》
・二百字日記１
・日々の祈り
・夢の地平線
・新しい文明を築こう・中巻
・神と偕に生きる真理365章
・美しく生きよう

《行事で使用するもの》
・聖経四部経
〔聖経甘露の法雨・聖経天使の言葉・
　聖経続々　甘露の法雨・聖使命菩薩讃偈〕
・合本讃歌〔観世音菩薩讃歌・大自然讃歌〕
・人類同胞大調和六章経
・聖歌歌詞集

《持ち物》
・洗面用具（シャンプーはありません。
   ご持参ください）
・筆記用具
・着替え
・ジャージなど動きやすい服装
　（積徳の献労で使います）
・ハンカチ
・マイ箸、マイボトル
※売店と自動販売機は撤去いたしました
　のでご注意ください

20:30
　　     就寝準備

22:00  消灯

13:45   講話

15:30

  　　　    人は生まれ変わる
　　　　    ～浄心行の意義・説明～
         　　   岡田  浩二
　　　     『新しい文明を築こう・中巻』

19:00   講話
  　　    　あなたは運命の主人公
               　鵜飼  俊光
　　　　　『日々の祈り』

13:30   講話

19:30

10:25
　　 　「祈り合いの神想観」実修
　　　　　  榎本  一子

9:35   講話

7:55   聖歌・笑い
8:00　経本「大自然讃歌」 読誦
　　　　　　　　岡田  浩二

8:20   講話
      　    光を世界に拡げよう
　　～神・自然・人間の大調和に向けて～
　　          清水  志郎
　『二百字日記１』『美しく生きよう』

18:30
　　 　「観世音菩薩讃歌」 読誦
　　　　　　清水  志郎

10:55　休憩・笑い

11:10   体験決意発表

11:30   結語講話

9:10　「実相円満誦行」実修
　　　　　 榎本　一子

12:20　閉会式・使命行進曲  堀端  芳樹

12:30　終了予定
　
　　　　　昼食をお召し上がりいただけます

昼食後に、ＪＲ宇治駅と京阪宇治駅までの送
りのバスを1本手配いたします。

10:00
　 「入龍宮幽斎殿における神想観」実修
　　　　 　阿部  秀輝

    　　     真理と生活
　　      　   堀端  芳樹
 　　     『二百字日記１』
　　　   『神と偕に生きる真理365章』

11:30   バスで新練成道場へ移動・休憩

6:45　　朝食・休憩
　　　　(食堂は６:４５～７:３０)

15:30　休憩・笑い

9:20　体験談　藤本  和博

　   　　 善い言葉が、善い人生を創る
　　　　 　榎本　一子
　　　 　『夢の地平線』
　　　    『神と偕に生きる真理365章』

18:25　聖歌・笑い

15:40
　
　　　　  　 　悦びの座談会
　　　　　　　　（Q＆A）

14:45
　　　　浄心行用紙記載
　　　　聖経読誦　　岡田　浩二

6:45　　朝食・休憩
　　　　(食堂は６:４５～７:３０)

7:55   聖歌・笑い
8:00　「人類同胞大調和六章経」 読誦
　　　　　　清水  志郎

14:30

20:00
　　　　「浄円月観」実修
　　　　　　鵜飼  俊光

16:40
　
           　　　 夕食・入浴休憩

12:00
　 　　　昼食休憩

【宇治別格本山 第609回 神性開発 短期練成会 プログラム】会場:大講堂

13:00 　聖経「天使の言葉」読誦 榎本　一子

13:20　開会式・挨拶　堀端　芳樹

　   　　 祈りは必ず叶えられる
　　　　    榎本  一子
　 　　   『二百字日記１』
　 　　　『美しく生きよう』

12:55　 聖歌・笑い

9:10　休憩・笑い

     　　　神想観は素晴らしい
　　      　　清水   志郎
　　 　　 『日々の祈り』
　　　　　・神想観のプリントを使用

11:00より受付を開始いたします

京阪宇治駅とＪＲ宇治駅に出迎えのバスを手
配いたします。
◇昼食前の
　・京阪宇治駅 １１：４５発
　・ＪＲ宇治駅 １１：５５発
◇練成開始前の
　・京阪宇治駅 １２：４５発
　・ＪＲ宇治駅 １２：５５発
に各駅2回ずつ出迎えいたします。
集合場所：各駅ロータリー（運転手が「生長
の家」のプラカードを持っています）
※昼食は、宇治別格本山でお召し上がりいた
だけます。(食堂11:30～13:00）

13:00
　　　　先祖供養説明及び霊牌記載
　　　　　　服部　信雄

13:30　体験談　岡田  多美子

9:30   休憩・バスで幽斎殿へ移動

10:30   講話(幽斎殿)
　　　　　神癒への道
　　　　　　阿部  秀輝
　　　　　『夢の地平線』
　　　　　『神と偕に生きる真理365章』

      　　　実相と現象
　　    　　  岡田  浩二
　　　　　『日々の祈り』

14:20　休憩・笑い

☆
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2/2 (金) 2/3 (土) 2/4 (日)
4:45   起床 4:45   起床
5:05   早朝行事
　       先導：未定
             聖経「甘露の法雨」
　　      「日々の祈り」「聖歌歌詞集」

5:05   早朝行事
　       先導：未定
             聖経「甘露の法雨」
　　      「日々の祈り」「聖歌歌詞集」

6:30   感謝行(15分) 6:30   感謝行(15分)

19:20　会場準備

  　　　    父母の愛に導かれて
           　   小野  大作
 　　　　『夢の地平線』
　　　　 『神と偕に生きる真理365章』

　　　　「浄心行」
　 　　　　岡田  浩二
　　　　　聖経『甘露の法雨』
　　　　　『万物調和六章経』
 　  　　　『聖歌歌詞集』

20:40
　　     就寝準備

22:00  消灯

15:15　休憩・大拝殿へ移動

　　　　「先祖・流産児供養祭」
　
　　　　　聖経『天使の言葉』
　　　　　『聖歌歌詞集』
　　　　　　　　　　　　　　　会場:大拝殿

16:30
　
           　　　 夕食・入浴休憩

18:30   講話

8:20   講話

《テキスト》
・二百字日記１
・日々の祈り
・夢の地平線
・新しい文明を築こう・中巻
・神と偕に生きる真理365章
・美しく生きよう

《行事で使用するもの》
・聖経四部経
〔聖経甘露の法雨・聖経天使の言葉・
　聖経続々　甘露の法雨・聖使命菩薩讃偈〕
・合本讃歌〔観世音菩薩讃歌・大自然讃歌〕
・人類同胞大調和六章経
・聖歌歌詞集

《持ち物》
・洗面用具（シャンプーはありません。
   ご持参ください）
・筆記用具
・着替え
・ジャージなど動きやすい服装
　（積徳の献労で使います）
・ハンカチ
・マイ箸、マイボトル
※売店と自動販売機は撤去いたしました
　のでご注意ください

20:30
　　     就寝準備

22:00  消灯

13:45   講話

15:30

  　　　    人は生まれ変わる
　　　　    ～浄心行の意義・説明～
         　　   岡田  浩二
　　　     『新しい文明を築こう・中巻』

19:00   講話
  　　    　あなたは運命の主人公
               　鵜飼  俊光
　　　　　『日々の祈り』

13:30   講話

19:30

10:25
　　 　「祈り合いの神想観」実修
　　　　　  榎本  一子

9:35   講話

7:55   聖歌・笑い
8:00　経本「大自然讃歌」 読誦
　　　　　　　　岡田  浩二

8:20   講話
      　    光を世界に拡げよう
　　～神・自然・人間の大調和に向けて～
　　          清水  志郎
　『二百字日記１』『美しく生きよう』

18:30
　　 　「観世音菩薩讃歌」 読誦
　　　　　　清水  志郎

10:55　休憩・笑い

11:10   体験決意発表

11:30   結語講話

9:10　「実相円満誦行」実修
　　　　　 榎本　一子

12:20　閉会式・使命行進曲  堀端  芳樹

12:30　終了予定
　
　　　　　昼食をお召し上がりいただけます

昼食後に、ＪＲ宇治駅と京阪宇治駅までの送
りのバスを1本手配いたします。

10:00
　 「入龍宮幽斎殿における神想観」実修
　　　　 　阿部  秀輝

    　　     真理と生活
　　      　   堀端  芳樹
 　　     『二百字日記１』
　　　   『神と偕に生きる真理365章』

11:30   バスで新練成道場へ移動・休憩

6:45　　朝食・休憩
　　　　(食堂は６:４５～７:３０)

15:30　休憩・笑い

9:20　体験談　藤本  和博

　   　　 善い言葉が、善い人生を創る
　　　　 　榎本　一子
　　　 　『夢の地平線』
　　　    『神と偕に生きる真理365章』

18:25　聖歌・笑い

15:40
　
　　　　  　 　悦びの座談会
　　　　　　　　（Q＆A）

14:45
　　　　浄心行用紙記載
　　　　聖経読誦　　岡田　浩二

6:45　　朝食・休憩
　　　　(食堂は６:４５～７:３０)

7:55   聖歌・笑い
8:00　「人類同胞大調和六章経」 読誦
　　　　　　清水  志郎

14:30

20:00
　　　　「浄円月観」実修
　　　　　　鵜飼  俊光

16:40
　
           　　　 夕食・入浴休憩

12:00
　 　　　昼食休憩

【宇治別格本山 第609回 神性開発 短期練成会 プログラム】会場:大講堂

13:00 　聖経「天使の言葉」読誦 榎本　一子

13:20　開会式・挨拶　堀端　芳樹

　   　　 祈りは必ず叶えられる
　　　　    榎本  一子
　 　　   『二百字日記１』
　 　　　『美しく生きよう』

12:55　 聖歌・笑い

9:10　休憩・笑い

     　　　神想観は素晴らしい
　　      　　清水   志郎
　　 　　 『日々の祈り』
　　　　　・神想観のプリントを使用

11:00より受付を開始いたします

京阪宇治駅とＪＲ宇治駅に出迎えのバスを手
配いたします。
◇昼食前の
　・京阪宇治駅 １１：４５発
　・ＪＲ宇治駅 １１：５５発
◇練成開始前の
　・京阪宇治駅 １２：４５発
　・ＪＲ宇治駅 １２：５５発
に各駅2回ずつ出迎えいたします。
集合場所：各駅ロータリー（運転手が「生長
の家」のプラカードを持っています）
※昼食は、宇治別格本山でお召し上がりいた
だけます。(食堂11:30～13:00）

13:00
　　　　先祖供養説明及び霊牌記載
　　　　　　服部　信雄

13:30　体験談　岡田  多美子

9:30   休憩・バスで幽斎殿へ移動

10:30   講話(幽斎殿)
　　　　　神癒への道
　　　　　　阿部  秀輝
　　　　　『夢の地平線』
　　　　　『神と偕に生きる真理365章』

      　　　実相と現象
　　    　　  岡田  浩二
　　　　　『日々の祈り』

14:20　休憩・笑い

☆
予
約
制
と
な
り
ま
す
。(

当
日
の
参
加
は
で
き
ま
せ
ん)

・
宿
泊
の
お
申
し
込
み
は
、
2
月
1
日
（
木
）

17
時
ま
で

・
日
帰
り
参
加
の
お
申
し
込
み
は
、
参
加
前
日
の
17
時
ま
で

お
申
し
込
み
は
、
9
時
20
分
～
17
時
の
間
に
、
お
電
話

（
練
成
部

０
七
四
ー
二
一
ー
二
一
五
三
）
で
し
て
い

た
だ
く
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

※

宿
泊
者
が
増
え
た
場
合
は
人
数
を
制
限
さ
せ
て
頂
く
場

合
も
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

（
練
成
部  

〇
七
七
四
―
二
一
―
二
一
五
三
）

日時計主義は実相顕現の運動である
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「
心
の
解
放
と
光
が
百
で
、

す
べ
て
が
光
で
、
全
て
が
善
で
、
魂
は
無
限

に
向
上
す
る
」
と
教
え
て
い
た
だ
い
て
、
心

が
深
く
喜
ん
で
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
生
長
の
家
の
大
神
、
神
の
子
な
る

私
を
通
し
て
、
世
界
平
和
を
実
現
せ
し
め
給

え
」
と
い
う
祈
り
は
心
に
響
き
ま
し
た
。

　

私
も
更
な
る
魂
の
向
上
を
目
指
し
て
、
人

類
光
明
化
、
世
界
平
和
に
向
け
て
精
進
し
ま

す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

清
水
講
師
の
講
話
で
、『
光
明
法
語
』
か
ら

引
用
さ
れ
て
、
神
・
独
在
と
欺

あ
ざ
む
く
心
の
お
話

が
あ
り
ま
し
た
。

　

神
様
と
自
分
を
分
け
る
世
界
…
こ
れ
が
欺

く
心
の
始
ま
り
と
の
話
。
今
ま
で
で
こ
の
切

り
口
の
話
は
初
め
て
で
し
た
。
な
る
ほ
ど
と

納
得
し
ま
し
た
。
神
様
を
外
し
て
自
己
を
考

え
る
と
、
何
が
ど
う
な
る
か
と
不
安
と
恐
怖

に
襲
わ
れ
て
神
様
が
見
え
な
く
な
る
。
そ
れ

が
不
幸
の
始
ま
り
で
あ
る
と
理
解
出
来
ま
し

た
。
神
は
独
在
で
あ
る
か
ら
、
現
象
に
現
れ

て
い
る
イ
ヤ
な
こ
と
、
悪
い
こ
と
に
は
引
っ

掛
か
ら
な
い
こ
と
、
終
わ
っ
て
い
っ
て
い
る

姿
と
感
謝
す
る
こ
と
が
神
の
子
の
本
来
の
自

分
に
戻
る
こ
と
だ
と
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

千
羽
講
師
は
「
神
癒
へ
の
道
」
と
い
う
演

題
で
話
さ
れ
、
神
癒
を
受
け
る
に
は
自
己
が

神
の
子
で
完
全
円
満
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し

て
悦
ぶ
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
…
神
癒
は
そ

の
時
自
ら
顕
わ
れ
る
と
理
解
し
ま
し
た
。

　

私
は
今
、
長
年
従
事
し
た
会
社
を
定
年
退

職
す
る
と
こ
ろ
で
六
十
五
歳
の
少
し
前
で
す

が
、
自
分
は
ま
だ
ま
だ
働
け
る
と
自
覚
し
て

就
職
活
動
を
し
て
お
り
ま
す
が
、
中
々
自
分

に
合
う
仕
事
が
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。
六
十
五

歳
は
世
間
で
は
不
用
と
さ
れ
て
い
る
の
か
と

思
え
て
き
た
り
し
て
い
ま
し
た
が
〝
仕
事
が

無
い
の
で
は
な
い
、
自
分
が
与
え
ら
れ
て
い

る
世
界
を
観
て
い
な
か
っ
た
だ
け
だ
〟
と
気

づ
か
さ
れ
ま

し
た
。
仕
事

は
必
ず
与
え

ら
れ
る
と
確

信
を
持
ち
ま

し
た
。

　

鵜
飼
講
師

は
「
感
謝
が
全
て
を
癒
す
、
神
の
歓
喜
の
発

露
が
人
間
で
あ
る
。
人
間
が
悦
べ
ば
、
神
が

喜
び
給
う
。
自
分
の
生
命
に
感
謝
す
る
こ
と

が
神
癒
へ
の
道
な
の
で
あ
る
」
と
い
う
話
を

さ
れ
ま
し
た
。
榎
本
講
師
は
「
人
間
の
本
当

の
ス
ガ
タ
は
万
徳
円
満
で
あ
る
と
聞
い
て
も
、

罪
の
意
識
が
あ
る
と
償

つ
ぐ
な
い
の
人
生
に
な
っ
て

い
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
神
は
人
間
に

贖あ
が
ない
や
償
い
を
求
め
た
り
は
さ
れ
て
い
な
い
。

神
は
人
間
に
何
が
必
要
か
既
に
知
っ
て
い
て

く
だ
さ
る
。
だ
か
ら
喜
ん
で
神
か
ら
の
恵
み

を
待
て
ば
よ
い
」
と
話
さ
れ
て
い
て
、
大
安

心
の
心
が
大
切
と
理
解
し
ま
し
た
。

　

定
年
の
日
ま
で
、
ど
ん
な
職
業
・
職
場
に

導
か
れ
る
か
楽
し
み
に
就
活
し
て
参
り
ま
す
。

全
肯
定
が
大
切
で
す
ね
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

九
月
の
中
頃
、
定
期
的
に
毎
年
受
け
て
い

る
大
腸
が
ん
検
診
を
受
け
た
と
こ
ろ
、
陽
性

と
い
う
結
果
が
出
ま
し
た
。

　

お
医
者
様
か
ら
大
腸
内
視
鏡
検
査
を
受
け

て
く
だ
さ
い
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
と
て
も
動

（
３
頁
か
ら
続
く
）

笑顔はどんな人にもある「宝物」だ

Ｒ
．
Ｒ   

（
50
代
）〈
女
性
〉

Ｄ
．
Ａ   

（
60
代
）〈
男
性
〉
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揺
し
て
、
不
安
と
恐
怖
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り

ま
し
た
。
平
常
心
で
い
る
こ
と
が
難
し
か
っ

た
の
で
〝
宇
治
の
「
一
日
講
話
」
を
受
け
よ

う
。
そ
し
て
、
宝
蔵
神
社
で
の
祥
月
命
日
供

養
祭
に
参
列
し
よ
う
〟
と
思
い
ま
し
た
。

　

十
月
に
入
り
、「
ご
先
祖
と
共
に
悦
び
の
一

日
講
話
」
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
祥
月

命
日
供
養
祭
に
も
参
列
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
講
話
を
聴
き
、
供
養
祭
に
出
て
か
ら

は
心
が
落
ち
着
き
、「
大
丈
夫
！
何
が
あ
っ
て

も
よ
く
な
る
し
か
な
い
！
」
と
自
分
に
言
い

聞
か
せ
な
が
ら
家
に
帰
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
内
視
鏡
検
査
を
受
け
ま
し
た
。

結
果
は
、「
心
配
す
る
よ
う
な
も
の
は
何
も
な

い
で
す
」
と
言
わ
れ
、
本
当
に
う
れ
し
か
っ

た
で
す
。
よ
か
っ
た
で
す
。
今
日
は
お
礼
参

り
の
つ
も
り
で
来
ま
し
た
。

　

何
か
あ
っ
た
ら
宇
治
に
行
く
こ
と
が
出
来

る
こ
と
に

心
か
ら
感

謝
い
た
し

ま
す
。

　

沢
山
の
現
象
を
掴
ん
で
前
に
進
め
ず
、
何

と
か
し
よ
う
と
迷
っ
て
い
ま
し
た
。〝
宇
治
に

行
き
た
い
！
〟
と
願
い
つ
つ
、
忙
し
く
し
て

い
て
叶
わ
ず
に
い
ま
し
た
が
や
っ
と
来
れ
て
、

泊
り
で
参
加
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
大
い

な
る
光
に
包
ま
れ
て
、
大
安
心
の
心
で
神
の

子
の
生
命
が
喜
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。

　

現
象
に
現
れ
て
い
る
病
は
消
え
て
も
消
え

な
く
と
も
神
の
完
全
な
生
命
を
頂
い
て
い
て
、

既
に
幸
せ
に
満
た
さ
れ
て
、
生
か
さ
れ
て
、
尊

い
有
難
い
私
で
し
た
。

　

そ
の
ま
ま
で
素
晴
ら
し
い
神
の
子
で
あ
る
。

何
か
を
付
け
加
え
た
り
、
足
そ
う
と
し
な
く

て
い
い
。
繰
り
返
し
「
今
幸
せ
で
す
」「
今
神

の
子
で
す
」
を
唱
え
ま
す
。

　

一
泊
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
お
陰
で
、
母
と

ゆ
っ
く
り
お
風
呂
に
入
り
背
中
を
流
し
あ
っ

た
り
、
ゆ
っ
た
り
お
し
ゃ
べ
り
し
た
り
し
て
、

心
に
残
る
温
か
い
時
間
を
過
ご
さ
せ
て
い
た

だ
け
ま
し
た
。

　

現
象
に
現
れ
て
い
る
病
気
は
消
え
て
い
く

過
去
の
姿
と
し
て
、
心
に
掴
ま
ず
、
感
謝
し

日月 ～ 宝蔵神社新年祭
日 木 ～ 自然災害並びに

世界規模感染症慰霊塔月次祭
日 土 ～ 宝蔵神社月次祭

全国流産児無縁霊供養塔供養月次祭
日 金 ～ 末一稲荷神社月次祭、精霊招魂神社月次祭

※すべて無参列となっております。ご参列はご遠慮ください。
※ 1月は「先祖・流産児供養祭」は開催されません。

日月 ～ 宝蔵神社新年祭
日 木 ～ 自然災害並びに

世界規模感染症慰霊塔月次祭
日 土 ～ 宝蔵神社月次祭

全国流産児無縁霊供養塔供養月次祭
日 金 ～ 末一稲荷神社月次祭、精霊招魂神社月次祭

※すべて無参列となっております。ご参列はご遠慮ください。
※ 1月は「先祖・流産児供養祭」は開催されません。

感謝の念はあらゆる病気に対する万能薬である

Ｈ
．
Ｆ   

（
50
代
）〈
女
性
〉
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光
を
、
後
ろ
か
ら
後
押
し
を
頂
い
た
感
じ
が

し
て
、
今
私
の
心
は
喜
び
に
満
た
さ
れ
て
い

ま
す
。
何
か
を
し
て
神
の
子
に
な
る
の
で
は

な
く
、
私
は
神
の
子
で
既
に
悦
び
そ
の
も
の

で
あ
っ
た
こ
と
、
何
か
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

榎
本
講
師
に
自
分
の
担
当
し
て
い
る
白
鳩

会
の
対
策
部
の
こ
と
を
お
訊
き
し
て
、
や
っ

ぱ
り
光
を
観
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
う

れ
し
い
で
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　

　

幽
斎
殿
に
お
参
り
し
て
、
短
い
時
間
で

し
た
が
神
想
観
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
涙

が
出
ま
し
た
。
感
動
の
ひ
と
時
で
し
た
。

　

来
れ
て
本
当
に
よ
か
っ
た
で
す
。
有
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

て
、
否
定
的
な
思
い
や
暗
い
心
が
現
れ
た
時
、

全
力
で
否
定
し
、
変
わ
ら
ぬ
光
を
観
る
よ
う

に
し
ま
す
。

　
「
そ
の
ま
ま
で
素
晴
ら
し
い
神
の
子
で
あ

る
」
と
い
う
話
を
繰
り
返
し
聴
い
て
、自
分
に

自
信
が
持
て
ま
し
た
。
常
に
何
か
自
分
に
不

足
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
と
思
い
な
が
ら
生

き
て
い
ま
し
た
が
、「
そ
の
ま
ま
で
よ
い
」
と

い
う
こ
と
で
心
が
楽
に
な
り
、
明
る
く
な
り

ま
し
た
。〝
我
自
身
が
神
の
子
だ
、
光
だ
〟
と

常
に
心
に
と
め
て
生
き
て
い
き
ま
す
。

　

結
婚
に
つ
い
て
も
、
生
長
の
家
を
伝
え
た

こ
と
が
原
因
で
交
際
を
終
了
せ
ざ
る
を
得
な

く
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
経

験
も
マ
イ
ナ
ス
で
は
な
く
、
自
分
に
と
っ
て

必
要
な
こ
と
で
あ
っ
た
と
学
び
ま
し
た
。
積

極
的
に
生
き
て
い
き
ま
す
。

　
〝
そ
う
だ
っ
た
！
そ
う
だ
っ
た
！
〟
と
私
の

心
に
ピ
ッ
タ
リ
の
お
答
え
を
頂
き
、
前
か
ら

く
な
る
と
き
が
あ
る
。
こ
の
サ
イ
ク
ル
を
繰

り
返
し
て
い
る
気
が
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
喜
び
を
伴
っ
た
感
動
は
研

修
生
に
な
っ
て
か
ら
は
大
き
く
な
る
ば
か
り

で
す
。
退
歩
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
て
も
、魂

は
生
長
し
続
け
て
い
る
。
史
上
最
高
の
自
分

を
毎
日
記
録
し
続
け
て
い
る
と
思
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。「
引
き
こ
も
っ
て
い
た
時

も
、
現
象
的

に
何
が
起

こ
っ
て
い
よ

う
と
魂
は
生

長
し
必
ず
善

く
な
る
し
か

　

今
日
の
「
一
日
講
話
」
を
通
し
て
、自
分
の

立
場
、
相
手
の
立
場
が
あ
る
と
い
う
二
元
論

に
陥
っ
て
い
た
自
分
に
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
そ
れ
は
対
立
す
る
の
が
当
た
り
前

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
神
の
子
の
自
分
を
忘

れ
て
、
物
質
的
、
肉
体
的
不
足
を
思
い
、
捉

わ
れ
る
事
が
毎
日
の
よ
う
に
あ
り
ま
す
。
そ

う
か
と
思
う
と
本
山
員
の
方
た
ち
に
拝
ま
れ
、

愛
を
与
え
て
い
た
だ
き
、
時
に
は
ほ
め
て
い

た
だ
き
、「
自
分
は
す
べ
て
与
え
ら
れ
て
い

る
。
救
わ
れ
済
み
の
神
の
子
だ
！
」
と
嬉
し

子供を放て。自由に放たれた子供はすくすくと美しく育つ

Ａ
．
Ｕ   

（
10
代
）〈
男
性
〉   

宇
治
別
格
本
山

研
修
生
感
想
文

Ｊ
．
Ｈ   

（
50
代
）〈
男
性
〉

Ｋ
．
Ｔ   

（
60
代
）〈
女
性
〉

宝　　蔵令和６年１月１日
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て
な
か
っ
た
私
で
す
が
、最
近
や
っ
と
「
既
に

自
分
は
神
の
子
で
、
神
様
に
愛
さ
れ
て
い
る

嬉
し
い
」
と
い
う
心
境
に
な
れ
ま
し
た
。
今

日
か
ら
〝
私
は
百
点
満
点
！
完
璧
！
〟
と
唱

え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

千
羽
講
師
の
体
験
談
を
聴
い
て
い
る
と
、

つ
い
千
羽
講
師
の
お
母
さ
ま
の
心
境
と
重
な

り
、
わ
が
娘
も
い
つ
か
千
羽
講
師
の
よ
う
な

幸
せ
な
結
婚
生
活
を
送
っ
て
い
る
と
信
じ
ら

れ
る
気
が
し
ま
す
。
勇
気
が
出
ま
す
。
今
、娘

に
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
も
、
幸
せ
な
結
婚
が

既
に
実
現
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
！
「
今
、実

相
は
完
全
円
満
」
を
信
じ
て
喜
ぶ
…
素
晴
ら

し
い
で
す
。
若
い
千
羽
ご
夫
婦
を
見
て
い
る

と
私
ま
で
が
に
っ
こ
り
温
か
い
気
持
ち
に
な

り
ま
す
。

　

清
水
講
師
は
、「
私
は
感
謝
さ
れ
て
い
る
、

愛
さ
れ
て
い
る
、
尊
敬
さ
れ
て
い
る
」「
光
が

出
て
く
る
、
光
の
展
開
が
自
分
自
身
で
あ
る
」

な
ど
の
言
葉
の
習
慣
化
が
大
切
と
話
さ
れ
ま

し
た
。
娘
が
悩
む
姿
を
現
し
て
見
せ
て
く
れ

て
い
る
お
か
げ
で
、
言
葉
で
光
を
観
る
練
習

を
積
み
重
ね
る
毎
日
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
こ
の
練
習
が
出
来
る
機
会
を

与
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
で
す
。

な
い
。
神
に
導
か
れ
、
喜
ば
れ
、
生
か
さ
れ
、

愛
さ
れ
、
護
ら
れ
、
既
に
救
わ
れ
て
い
る
。
こ

こ
が
天
国
浄
土
、
喜
ぶ
し
か
な
い
、
感
謝
す

る
し
か
な
い
」
と
い
う
心
に
な
る
と
き
が
増

え
て
き
ま
し
た
。

　

神
様
は
自
分
に
無
限
力
を
表
現
さ
せ
て
い

た
だ
け
る
舞
台
を
与
え
て
く
だ
さ
り
、
父
は

「
お
父
さ
ん
」
と
い
う
役
を
演
じ
て
く
だ
さ

り
、
今
、
研
修
を
担
当
し
て
く
だ
さ
る
清
水

講
師
も
岡
田
浩
二
講
師
も
そ
れ
ぞ
れ
の
役
を

演
じ
て
く
だ
さ
り
、
目
の
前
に
現
れ
て
い
る

人
達
は
全
て
自
分
を
導
く
た
め
に
現
れ
て
く

だ
さ
っ
て
い
る
こ
と
を
、
今
日
の
「
祈
り
合

い
の
神
想
観
」
の
実
修
で
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
相
手
を
想
う
こ
と
の
喜
び
、
み
ん

な
の
幸
せ
は
自
分
の
幸
せ
で
あ
り
、
自
分
の

幸
せ
は
み
ん
な
の
幸
せ
で
あ
る
。
す
べ
て
一

つ
の
生
命
だ
と
い
う
感
動
を
味
わ
い
ま
し
た
。

祈
る
こ
と
に
こ
ん
な
に
感
動
し
た
こ
と
は
今

ま
で
あ
り
ま
せ
ん
。
祈
る
こ
と
の
喜
び
、「
祈

り
な
さ
い
」
と

言
わ
れ
て
仕
方

な
く
や
っ
て
い

た
の
で
は
わ
か

ら
な
か
っ
た
感

動
を
体
感
し
ま
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
未
熟
に
も
程
が
あ
る
自
分
で
す

が
、
真
理
を
知
り
、
行
じ
、
生
き
る
。
こ
れ

を
続
け
て
い
け
ば
、
ま
た
続
け
て
い
く
事
で
、

仏
陀
と
な
る
と
い
う
『
聖
使
命
菩
薩
讃
偈
』
の

言
葉
の
意
味
が
少
し
わ
か
っ
た
気
が
し
ま
す
。

　

第
一
講
話
の
榎
本
講
師
の
お
話
を
聴
い
て
、

私
も
春
風
が
吹
い
て
い
る
よ
う
な
温
か
い
家

庭
を
作
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
お
互
い
を

認
め
合
い
、
尊
敬
し
、
許
し
合
い
、
拝
み
合
う

家
庭
、
私
は
穏
や
か
で
い
つ
も
「
人
間
神
の

子
で
困
る
こ
と
は
な
い
」
と
言
え
て
い
る
よ

う
な
。
今
日
心
で
決
め
た
か
ら
、
こ
の
願
い

は
既
に
成
就
し
て
い
る
。
榎
本
講
師
は
「
今

よ
り
も
っ
と
良
い
こ
と
に
な
る
た
め
に
今
の

こ
と
が
起
こ
っ
て
い
る
の
で
す
」
と
言
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
言
葉
を
念
じ
続
け
ま
す
。

　

以
前
教
え
て
い
た
だ
い
た
、
鏡
を
見
る
た

び
に
、
そ
し
て
気
が
付
い
た
と
き
に
「
私
は

夫
に
愛
さ
れ
て
い
る
～
（
に
っ
こ
り
）」
を
実

践
し
て
お
り
ま
す
。

　

子
供
の
頃
か
ら
い
じ
け
て
い
て
自
信
が
持

地球環境問題は、自然界の背後に佇む観世音菩薩の教えである

Ｓ
．
Ｂ   

（
60
代
）〈
女
性
〉   

宝　　蔵 No.109
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い
つ
も
お
導
き
お
護
り
く
だ
さ
い
ま
す
こ

と
を
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
日
ま
で
私
た

ち
家
族
の
為
に
、
尊
い
祈
り
を
注
ぎ
給
い
ま

し
て
、
篤
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
お
陰

様
で
家
族
一
同
元
気
に
今
日
を
迎
え
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、孫
は
「
管
理
者
等
資
格
試
験
」
に

有
難
く
合
格
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本

人
は
一
年
越
し
に
平
素
の
業
務
に
励
み
な
が

ら
、
そ
の
試
験
に
向
か
っ
て
精
進
努
力
し
て

き
た
よ
う
で
す
。
本
人
は
落
ち
た
く
な
い
と

頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。
祈
っ
て
く
だ
さ
る
の

だ
か
ら
…
と
私
は
神
様
に
全
托
し
て
、
自
分

の
な
す
べ
き
こ
と
を
少
し
ず
つ
励
ん
で
い
ま

し
た
。
本
当
に
際
ど
い
と
こ
ろ
を
合
格
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
孫
の
為
に
祈
っ
て
く

だ
さ
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

本
人
は
こ
れ
か
ら
合
格
さ
せ
て
も
ら
っ
た

こ
と
、
増
上
慢
に
陥
る
こ
と
な
く
物
事
を
謙

虚
に
受
け
止
め
、
精
進
致
し
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
よ
ろ
し
く
ご
指
導
お
願
い
し
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
「
祈
り
合
い
の
神
想
観
」
に
祈
っ
て
い
た

だ
く
方
に
出
ま
し
た
が
、
招か

み
よ
び
う
た

神
歌
の
直
前
に

目
の
前
が
パ
ッ
と
光
り
ま
し
た
。〝
祈
っ
て

く
だ
さ
っ
た
方
の
祈
り
を
素
直
に
受
け
ら
れ

た
！
〟
と
感
じ
ま
し
た
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

私
の
愛
を
ま
す
ま
す
生
長
さ
せ
て
く
だ
さ
る

神
様
の
愛
の
展
開
だ
っ
た
と
思
わ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　

四
月
に
短
期
間
研
修
生
を
体
験
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
以
来
ず
っ
と
「
神
様
に
、
父
母
に
、

夫
に
愛
さ
れ
て
い
る
」
を
唱
え
続
け
て
お
り

ま
し
た
ら
、
私
自
身
と
て
も
明
る
く
な
り
、
楽

① １月１日（元日）～３日迄、神想観実修（午前10時、午後１時）
　　　　　　　　　　　　　　並びに書初め、写経実修は行いません。
② 幽斎殿二階のお参りはできます。静かにお祈りください。
③ １月４日より神想観実修、書初め・写経実修ができます。

◎書初め受付期間　令和５年12月１日～同６年１月31日迄
◎奉納金　200円以上 （大人・子ども共通）
◎現金書留、または郵便為替にてお申し込みください。

　詳しくは写経課迄、お問い合わせください。　
◆ 祈願部写経課　電話0774－21－2305　FAX 0774－21－2167

  「神癒の社入龍宮幽斎殿行事」と「新春書初め」について
新年祭時の

〈
神
癒
祈
願
の
お
礼
状
〉

繁栄の根源は人類に幸福を与えるにある

孫
が
試
験
に
合
格

S
．
Ｉ   

〈
女
性
〉

宝　　蔵
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令和５年 月 日 金 ～ 月 日 日 の短期練成会
開催 詳細は別頁のプログラムに記載）

短期練成会
詳細は別頁のプログラムに記載）が決定開催 詳細は別頁のプログラムに記載）

しております
詳細は別頁のプログラムに記載）詳細は別頁のプログラムに記載）が決定詳細は別頁のプログラムに記載）

しております。他の週の土日は一日講話を開催しておりますしております。他の週の土日は一日講話を開催
いたします。いたします。
プログラム等の詳細につきましては、ホームプログラム等の詳細につきましては、ホーム
ページまたは
プログラム等の詳細につきましては、ホームプログラム等の詳細につきましては、ホーム
ページまたはページまたは
プログラム等の詳細につきましては、ホーム

で
プログラム等の詳細につきましては、ホームプログラム等の詳細につきましては、ホームプログラム等の詳細につきましては、ホーム

でででで確認する
プログラム等の詳細につきましては、ホーム

確認する確認するか
プログラム等の詳細につきましては、ホームプログラム等の詳細につきましては、ホーム

かかかか、
プログラム等の詳細につきましては、ホームプログラム等の詳細につきましては、ホームプログラム等の詳細につきましては、ホーム

、お電話ページまたはページまたは
でお問い合わせ

確認する確認する
でお問い合わせでお問い合わせでお問い合わせください。

第５０回末一稲荷神社

「教勢発展・繁栄祈願申込書」にご記入いただき、宇
治別格本山治別格本山治別格本山祭司部宛祭司部宛祭司部宛祭司部宛祭司部宛祭司部宛に郵送にてお申し込みください。
初午祭にて祝福祈念の後、翌年まで一年間、末一稲荷
神社に奉安し、毎日聖経「甘露の法雨」を読誦し、祝
福祈念いたします。福祈念いたします。福祈念いたします。 同申込書はホームページよりダウ
ンロードできます）
【【【締切締切締切】
郵送は郵送は郵送は郵送は郵送は郵送は 週間前までとなります。
※※※締切以降に到着した分は、毎月締切以降に到着した分は、毎月締切以降に到着した分は、毎月 日に執り行われ
るるるる末一稲荷神社月次祭にて奉安いたします。

２月５日 日 午前 ～ 時

週間前までとなります。

(※無参列）

時時 間 ：： ～～～ 、、 ～～～時時 間間
※

： 、、、間
※※お申し込みにより日程を調節いたします※※お申し込みにより日程を調節いたしますお申し込みにより日程を調節いたします

担当講師：清水志郎本部講師担当講師：清水志郎本部講師
榎本一子本部講師補榎本一子本部講師補
岡田浩二本部講師補

使用使用媒体媒体：：：
岡田浩二本部講師補岡田浩二本部講師補岡田浩二本部講師補岡田浩二本部講師補岡田浩二本部講師補

または
岡田浩二本部講師補岡田浩二本部講師補

またはまたはメッセンジャー使用使用媒体媒体媒体
お申し込み

またはまたは
お申し込みお申し込みお申し込み方法：お申し込みお申し込み方法：方法：

メールアドレス 、、またまたはメールアドレスメールアドレスメールアドレス
ページ「生長の

、、また
ページ「生長の家宇治別格本山

ははまたまたは
家宇治別格本山家宇治別格本山家宇治別格本山」

までメまでメまでメ ッ
ページ「生長のページ「生長のページ「生長の

ッッッッッセージ
ページ「生長のページ「生長の
セージセージをお願い

家宇治別格本山家宇治別格本山ページ「生長のページ「生長の家宇治別格本山
をお願いをお願いをお願い致します

家宇治別格本山家宇治別格本山
致します致します。までメまでメ ッッッセージセージ

メッセージに
セージをお願いをお願いセージセージ

メッセージにメッセージにお名前
をお願い

お名前お名前・
をお願い致します致します致します。をお願いをお願いをお願い

電話番号・ご希望電話番号・ご希望日時メッセージに
を
メッセージに

記入
メッセージに

記入記入し
お名前お名前メッセージにお名前メッセージに

しししし、ご送信
電話番号・ご希望電話番号・ご希望

、ご送信、ご送信、ご送信、ご送信ください。を 記入記入ししし、ご送信、ご送信、ご送信ください。ください。
担当講師等の連絡事項を返信いたします。

令和５年 月 日 金 ～ 月 日 日 の短期練成会
開催 詳細は別頁のプログラムに記載）

短期練成会
詳細は別頁のプログラムに記載）が決定開催 詳細は別頁のプログラムに記載）

しております
詳細は別頁のプログラムに記載）詳細は別頁のプログラムに記載）が決定詳細は別頁のプログラムに記載）

しております。他の週の土日は一日講話を開催しておりますしております。他の週の土日は一日講話を開催
いたします。いたします。
プログラム等の詳細につきましては、ホームプログラム等の詳細につきましては、ホーム
ページまたは
プログラム等の詳細につきましては、ホームプログラム等の詳細につきましては、ホーム
ページまたはページまたは
プログラム等の詳細につきましては、ホーム

で
プログラム等の詳細につきましては、ホームプログラム等の詳細につきましては、ホームプログラム等の詳細につきましては、ホーム

でででで確認する
プログラム等の詳細につきましては、ホーム

確認する確認するか
プログラム等の詳細につきましては、ホームプログラム等の詳細につきましては、ホーム

かかかか、
プログラム等の詳細につきましては、ホームプログラム等の詳細につきましては、ホームプログラム等の詳細につきましては、ホーム

、お電話ページまたはページまたは
でお問い合わせ

確認する確認する
でお問い合わせでお問い合わせでお問い合わせください。

第５０回末一稲荷神社

「教勢発展・繁栄祈願申込書」にご記入いただき、宇
治別格本山治別格本山治別格本山祭司部宛祭司部宛祭司部宛祭司部宛祭司部宛祭司部宛に郵送にてお申し込みください。
初午祭にて祝福祈念の後、翌年まで一年間、末一稲荷
神社に奉安し、毎日聖経「甘露の法雨」を読誦し、祝
福祈念いたします。福祈念いたします。福祈念いたします。 同申込書はホームページよりダウ
ンロードできます）
【【【締切締切締切】
郵送は郵送は郵送は郵送は郵送は郵送は 週間前までとなります。
※※※締切以降に到着した分は、毎月締切以降に到着した分は、毎月締切以降に到着した分は、毎月 日に執り行われ
るるるる末一稲荷神社月次祭にて奉安いたします。

２月５日 日 午前 ～ 時

週間前までとなります。

(※無参列）

時時 間 ：： ～～～ 、、 ～～～時時 間間
※

： 、、、間
※※お申し込みにより日程を調節いたします※※お申し込みにより日程を調節いたしますお申し込みにより日程を調節いたします

担当講師：清水志郎本部講師担当講師：清水志郎本部講師
榎本一子本部講師補榎本一子本部講師補
岡田浩二本部講師補

使用使用媒体媒体：：：
岡田浩二本部講師補岡田浩二本部講師補岡田浩二本部講師補岡田浩二本部講師補岡田浩二本部講師補

または
岡田浩二本部講師補岡田浩二本部講師補

またはまたはメッセンジャー使用使用媒体媒体媒体
お申し込み

またはまたは
お申し込みお申し込みお申し込み方法：お申し込みお申し込み方法：方法：

メールアドレス 、、またまたはメールアドレスメールアドレスメールアドレス
ページ「生長の

、、また
ページ「生長の家宇治別格本山

ははまたまたは
家宇治別格本山家宇治別格本山家宇治別格本山」

までメまでメまでメ ッ
ページ「生長のページ「生長のページ「生長の

ッッッッッセージ
ページ「生長のページ「生長の
セージセージをお願い
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メッセージにメッセージにお名前
をお願い
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記入記入し
お名前お名前メッセージにお名前メッセージに

しししし、ご送信
電話番号・ご希望電話番号・ご希望
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